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　すべての児童生徒が、自分にあった手段で、本を読んだり情報を得たりすることが必要です。
特別支援学校だけではなく、特別支援学級のある学校もあります。さらに通常の学級にも学習や
行動に困難のある発達障害の可能性がある児童生徒が8.8％存在します（文部科学省発表2022年）。
さまざまな障害のある人が利用しやすい形式で本にアクセスできるようにすることを目ざし、通
称「読書バリアフリー法」（2019年）が成立しました。また、通称「教科書バリアフリー法」（2024
年）が改正され、日本語指導が必要な外国籍・日本国籍の児童生徒にも教科書のデジタルデータ
を使用して学習することができるようになりました。
学校図書館は、一人ひとりの読書や情報獲得の困難から生じてくる必要性に応じて、多様なメ
ディアや支援を適切に提供していきます。

　AI の急速な発展の中で、人間の強みを発揮するための基盤が言語能力・読解力です。年齢に
応じて語彙を増やし、想像力、論理的思考力、表現力等を伸ばしていくことが重要です。情報を
活用するにも言語能力が基盤となります。今、言語能力の育成は学校教育における最大の課題で
す。全教科・全教育活動を通じて、言語能力育成に取り組む必要があります。そのために、学校
図書館を核にしながら、全職員で言語能力を育成していきます。

「紙の本」か「電子書籍」か…　考慮しましょう　発達段階と健康面！ 

５　特別な支援を要する子どもたちへの配慮

６　ＡＩと生きる時代、すべての土台が言語能力・読解力

学校図書館にありますか？

読むための補助具

□リーディングトラッカー
　本文の上に重ねることで、上下や左右の行が隠され、読みたい1行だけが透過して見え、視点
を集中させて読むことができます。だれでも集中して読書したい時に活用できます
□リーディングルーペ
　リーデイングトラッカーと同様に使え、文字が拡大されます

読むための資料

□大活字本
□ �LL ブック ：LättLäst（easy to read）スウェー

デン語で「だれでもやさしく読める本」です。
難しい漢字、長文はなく、ふりがなや絵文字、
わかりやすい写真等もあります

□点字図書・点訳絵本
□手話付きDVD
□布の絵本・さわる絵本
□多言語電子絵本・図書

　世界中の脳科学者・発達認知研究者が、深い思
考は紙だからこそ獲得できる。紙には操作性があ
り、視覚、触覚、聴覚等の刺激が記憶にも影響力
をあたえ、集中力も勝ると発言している。
　世界では、端末重視で学力低下傾向があるとし
て、紙や手書きへの回帰が見られはじめています。

　デジタルの使い過ぎで目や身体、心に影響がでる VDT（Visual Display Terminal）症候群など
を発症する、健康によくないという調査結果もあります。
　情報を得る、情報をまとめる、動画の活用などの道具としては端末を活用し、集中力、深
い思考力、想像力を養うために、読書は紙で行っていくことで、端末に向かう時間の軽減も
図れます。

　子どもたちが、将来、紙とデ
ジタルと使い分けができるよう
に、学齢が低いうちは紙の経験
を充分にさせましょう。そして、
読む力も、思考力もつけられる
ようにしていくことが大切です。

情報活用スキルの指導も系統的・計画的に進めま
しょう
○�資料・情報活用には、例えば右のような情報スキル

を教える必要があります。
○�これらの情報スキルを、個々の教職員が必要に応じ

て指導すると、指導内容に過不足がでてきたり、教
えるべき順序が前後したりします。

○�そこで、何年生のどの教科のどの単元で、どのスキ
ルを教えるか、どのように繰り返し教えて習得・活
用・探究のレベルを身につけさせるかを、教科横断
的に計画して指導すると効果的です。

○�そのために、学校図書館活用年間指導計画を作成す
ると、全教職員に共通認識が生まれます。

○�それには、教科横断的視点をもち、多様なメディア
の資料・情報を収集・提供している学校図書館が役
に立ちます。

〈情報活用スキルの例〉
・テーマの設定方法
・調べ方の選択
・図鑑・年鑑等の使い方
・Web 検索の仕方
・Web ページの評価の仕方
・抜書き・要約・引用の方法
・情報カードの書き方
・思考ツールの使い方
・新聞の見方・作り方
・レポートの書き方
・パワーポイントの作り方
・発表、評価の方法
・学習プロセスと成果の評価

スウェーデンの図書館でスタートした、特
別なニーズのある子どもたち用にさまざま
な情報や資料が集められ、使いやすいよう
に工夫された棚のこと。
日本でも「りんごの棚」を設置する学校図
書館が増えてきています。さまざまな形式
の資料を 1か所に集めることで、特別支援
を必要とする児童生徒が利用しやすく、楽
しむための手助けとなっています。

□DAISY 図書：Digital Accessible Information System　「アクセシブルな情報システム」の略称。
・�音声 DAISY（録音図書）：図写真の説明、目次やページ情報もあり、音声の速さの変更も可能です
・�マルチメディア DAISY 図書：文字や画像をハイライトしながら、その部分の音声といっしょ

に読むことができます。文字の大きさや背景の色も変えることが可能です

りんごの棚




